
栗山町まちづくり懇談会  議事録 

 

日時：令和 4年 11月 7日（日）18：30～20：29 

場所：共和公民館 

出席者：8名 

 

1．開会 

 

2．町長挨拶 

※配布資料確認および日程説明 

 

3．懇談 

（1）第 7次総合計画の策定について 

（2）自由懇談  

 

4．その他 

 ○空き家相談窓口チラシ参照 

 

5．閉会 

 

≪懇談内容≫ 

【自由懇談】 

町民：ごみ処理場の広域組合の加入はいつからか。 

町長：令和 6年 4月からを予定している。 

町民：ごみの日の変更などはあるのか。冬期間などはごみ処理車の運行にも時間がかかると

思う。できれば今までどおりの日程でやってほしい。 

町長：最終的なことは組合と協議していく。分別がどうなるのか、収集の仕方なども担当課

を中心に協議していく。今後地域説明会なども実施予定なので、詳細をそこで説明させて

いただく。 

町民：子どもの医療支援について、医療費の助成や保育園の費用負担など、世帯全体での所

得制限を撤廃してほしい。また、栗山の小学校はそろそろ統合を真剣に検討しなければな

らない時期に来ていると思う。角田小学校など生徒数も減少してきている。 

町長：現在、18 歳未満の医療費助成について、令和 5年度から町内外問わず通院・入院の 

 費用を全額無料化する方針で進めている。所得制限については国の制度と照らし合わせ 

 なければならない部分があるので、意見として協議の上検討させていただく。 

教育長：統廃合については将来的に必ず協議が必要となる。その前に各地域にしっかりと情 



 報提供や話し合いの手順を踏んだうえで進めていく必要がある。賛否両論な部分もある 

 ので、丁寧に地域と意見交換していかなければならない。 

町民：賛否があるのはその通りだと思う。小学校というのはやはり地域の核となる部分があ

る。色々な意見があることは当然だと思う。丁寧に耳を傾けてほしい 

町民：第 7次総合計画の中にスマート農業の推進について触れられているが、基地 

 局などを作る動きはないのか。機械があっても電波がなければ使い物にならない。検討な 

 どする余地はあるのか。 

産業総括：現状はそこまでの結論に至っていない。しかし広域と検討しながら、状況に応じ

て基地局の開設についても協議していく。 

町民：公道の整備について、町道などは計画的にやっていくのか、それとも申告があった時

に適宜対応していくのか。３年ほど前に水道管を移設したところが現在も路肩が崩れて

いる。 

町長：後ほどその場所を聞いて、本日不在の建設課長へ伝え、現地調査を実施する。舗装は 

 原則現地を調査して舗装修繕している。やはり多くの舗装要望があるので、建設課で現地 

 調査をして優先順位をつけ、予算の範囲で対応しているのが現状である。 

町民：かなり昔に農振除外地区というものがあった。共和の大部分がそうであったかと思う。

今もそういうものは残っているのか。 

産業総括：平成 19年に農振地域の全町的な見直しを実施した。時間も経っているので、ま 

 た改めて各農振の見直しを行う方向で考えている。 

町民：以前木質バイオマスの企業が企業進出するということで説明会があったが、流れたの

か。 

産業総括：以前こちらの地域の皆様を交え、進出予定の企業から説明会があったが、建設に 

 莫大な費用が掛かるということで遅れが出ている。流れたというわけではない。 

町長：確認も兼ねて２回ほど先方を訪問したが、採算性の問題で時間がかかっているとのこ 

 とだった。12 月には方向性を示す予定であると回答は頂いている。 

町民：農業振興公社のこれからについてお聞きしたい。水源利活用の見直しで令和８年に交

付金が無くなるという問題があるが、当然公社というのは農地や水の部分、拠出金も含め

て町から補助も得るなどして運営している。当然そのあたりに影響が出ると思う。現時点

で分かることや町の考えをお聞きしたい。 

産業総括：仰るとおり、一年ほど前にいきなり国が報道でそういった方向を示した。我々も 

 町長含め東京へ行って陳情活動を実施したところである。農業新聞では今年中に国は方

向性を出すと明言しているが、現状我々としてもそれ以上の情報は得ていない。そういっ

た中で、対象については今おっしゃったように５年間水上げをしなければ対象から外れ

る。基本的な根幹となる部分は国は変えない方針であるとのこと。最終的に国がどういう

判断をするかはまだ不明なので、おそらく年明けには情報公開できるかと思う。 

町民：公社の事業としてやっているシカ柵についてだが、補修の予算は全体の何%くらいに



なるのか 

産業総括：大体 300 万～400 万を距離割で支払っている。今年点検を行ったが、トータルで

直さなければならない部分が多く、一度には直せない。優先順位の高い部分から徐々に直

していく形になるので、年によって費用は変わってくる。 

町民：長沼町と栗山町はかなり人口の隔たりがあったと思うが、今は長沼の方が千歳に近く、

高速道路もあるので、長沼の人口と変わらなくなってきた。頑張っていただきたい。 

町民：くりやまハーフマラソンだが、道路のごみがひどかった。対応をお願いしたい。 

町長：町のイメージに係る部分であるので来年に向けてしっかりと対応していく。 

 

20：29 終了 


